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《第３６回全国大会》
全国大会のご案内
　　　　　　　　　　　　　　　　　日本比較文化学会　九州支部長及び大会準備委員長　　　　　　　　　　　　　　八尋 春海
会員のみなさまにおかれましては、お元気でお過ごしのことと存じます。今度の全国大会は、初の北九州市での開催となります。新幹線だと新大阪から約2時間、飛行機でも北九州空港、福岡空港の両方から小倉駅までの直行バスが出ており、意外に交通の便が良いところです。時間に余裕がある方は、神戸からフェリーという方法もあります。昔に比べてはるかに快適になったフェリーから見る瀬戸内海の景色も魅力的です。そして、今回の会場となっている北九州国際会議場は、小倉駅から徒歩5分で、すぐ横は海という立地にあります。

ところで、北九州市で自信を持ってお薦めできるのは、おいしくて安い居酒屋です。間違いないのは、チェーン店ではない地元の店で、新しい店で、魚料理が充実している店です。私自身いつも知らない店を探検していますが、どこも安いのに驚かされます。

みなさまと、大会の会場でお会いできますことを大会実行委員ともども楽しみにしております。
＊＊＊懇親会参加申し込みについて＊＊＊
懇親会に参加ご希望の方は、下記の口座に5月26日（月）までにお申し込みください。

懇親会参加費：一般５千円、学生４千円

振込先：ゆうちょ銀行　口座記号01720－５　口座番号731886　

加入者名　日本比較文化学会九州支部
《日本比較文化学会第36回大会日程のお知らせ》

日本比較文化学会　九州支部長及び大会準備委員長　八尋 春海
1.　日程
　　日時：2014年６月14日（土）
　　会場：北九州国際会議場
―スケジュール―
8:45　　　　受付開始
9:15-10:00　 総会（途中で理事会をはさむ）
10:00-12:00　シンポジウム
12:00-13:00　昼食
13:00-16:00　研究発表
16:00-17:00　特別講演（NGO「明日のアジアに架ける橋」代表：山口実氏）
17:30-19:30　懇親会

＊小倉駅からのアクセス：

新幹線口から海側（東京からだと右側）に向かって徒歩５分。改札を出た後、地上に降りずに動く歩道を経由して行くのが分かりやすいです。

＊後援：北九州市

＊お問い合わせ：第36回大会実行委員長・九州支部長　八尋春海　yahiro@seinan-jo.ac.jp
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《会長コラム》
「教え子の学生さんから教えられたこと」
日本比較文化学会会長　山内 信幸
学年末を迎えて、会員の皆様方におかれましては諸事ご多忙のことと存じます。私事で恐縮ですが、当方は、現在、大学院では、Ｍ２の１名、Ｍ１の５名の指導を担当しています。いずれも留学生で、中国からが５名、インドネシアからが１名です。また、今春の４月からは、中国の留学生２名と学部のゼミから進学する日本人学生１名を引き受けることになっており、賑やかながらも充実した院ゼミとなることを楽しみにしています。

当方は、これまで大学のグローバル化を促進する施策に向けて、多くの海外からの留学生を招致し、また、多くの日本人学生を海外に留学させるために、世界各国の大学関係者と交渉を重ねる機会をもってきました。もしこのような経験がなければ、自分の中で留学生を受け入れるというような発想もなかったでしょうし、また、数多くのネットワークを持つ留学生たちのチャンネルにも当方が引っかからなかったと思います。当方が引き受けている留学生たちは、皆本当に勤勉で、しかも非常にまじめです。まさしく苦学して、異国の地の日本で学んでいる日々の様子に接し、こちらが身の引き締まる思いさえします。

ここで、先日に修士論文の提出を終えたＭ２の留学生のエピソードをご紹介したいと思います。彼女は、大学院に入学以降、非常に熱心に研究に取り組み、たいへん興味深い研究をまとめあげました。しかしながら、当方の指導が十分でなかったこともあり、２名の副査の先生方からは、内容・構成などに関して厳しいコメントとともに、再提出の上での判断ということで大幅な加筆修正の注文が付きました。本人はひどくショックを受けた様子でしたが、気を取り直し、限られた日数のなかで、連日徹夜覚悟で、大学の研究室に泊まり込んで、修正作業に取り組みました。こちらが出した指示にも一切弱音を吐かず、黙々と頑張る姿に感銘すら覚えるほどでした。在学中は、学費を稼ぐために、勉学の合間にアルバイトにも励み、いつも朝早くから、夜遅くまで研究室にこもりきりで、まさしく「苦学生」を地で行く勉学ぶりでした。

何とか、期日までに修正作業を終え、副査の先生方からも合格の判断をいただいた旨を朝一番に電話で連絡したところ、おそらく、連日の徹夜作業で疲労困憊して、まだ就寝中であったと推測されましたが、こちらの連絡に、「もうこれで大丈夫なのですね」ということばを発したあと、しばらくは電話口で声にならない嗚咽が続きました。よほど徹夜続きの作業が苦しかったなかでやっと得られた安堵に、しばらくは自分を失ってしまうほどだったのだと思います。そして、そのあとに「先生、本当にありがとうございました。ありがとうございました。」という感謝のことばのみが続きました。

当たり前かもしれませんが、この状況で、まず当方にきちんと御礼のことばを発してくれた彼女には、ただ「よく頑張りました。よかったね。」ということばしか返せませんでしたが、このときほど、この仕事に携わっていることの喜びを感じたことはありませんでした。このような見返りを期待しているわけではないなかで、きちんとその気持ちをことばで伝えてくれた彼女には改めて大切な事柄を教えてもらった気がいたしました。

学会活動においても、われわれの先輩の先生方からいただいたご指導やご厚志に報いるためにも、後に続く会員の皆さんのよき道標とならんという気持ちと、いずれ同じ立場を担っていただくことが期待されている後進の皆さんがそれを当然のように引き継いで行っていただけるような環境作りが必要であることを痛感した次第でした。
　現在、本学会は、韓国と台湾の２つの海外姉妹学会を含み、６支部体制で会員数500名を超える充実した学会規模を誇っています。大学院生を含む若手研究者の方々も数多く所属され、それぞれの支部では、世代交代を含む「新陳代謝」によって、さらに強固な地歩作りを目指しています。しかしながら、学会はあくまで同学の士による友好団体でしかありません。そのことを踏まえ、学会で受けた学恩を先達から後進へ有形無形の形で引き継いでいくという精神は、今後も大切にしていきたいと考えております。

《支部報告》
東北支部
＊[報告]　東北支部大会
日時：2014年３月８日（土）15: 00-17:30  
場所：弘前学院大学第三会議室
プログラム

１．講演
佐藤幸正（弘前学院大学）「激戦地レイテ島を巡って」
２．研究発表
　　佐藤豊（青森大学）「英語の授業で映画制作にチャレンジ」
３．総会
支部長　佐藤和博
関東支部

＊[報告]　第36回 関東支部研究例会
日時：2013年12月14日（土）13:00-17:30　

場所：東京未来大学
プログラム
１．開会の辞　関東支部長　近藤俊明（東京未来大学）
２．研究発表
(1) カルロヴァー・ペトラ（早稲田大学大学院）「南洋文化に関する松本信弘の思想形成期：1921～1933年」
(2) 野原みゆき（青山学院大学大学院）「歴史の中の日常―沖縄というアイデンティティー―」
(3) 長谷川詩織（愛知教育大学）「情熱から責務へ―映画『アッシリアの遠征』におけるユダヤ民族表象とその寓意―」
(4) 鈴木光男（東京未来大学）「ＪＨＰによる美術教員トレーニングの成果と今後―カンボジア王国スヴァイリエン州・カンポット州での取り組みの実際―」
(5) 半田幸子（東北大学大学院）「ミレナの文章にみる親近性とカリスマ性―エッセイ『シンプルの道』を題材に―」
(6) 金善花（埼玉大学大学院）「次元形容詞『高い』の意味体系に関する日中対照研究」
(7) 高橋強（東海大学）「望ましいESP教育」
＊[お知らせ]　第37回関東支部研究例会
日時：2014年３月29日（土）13:00-17:00
場所：創価大学

プログラム
１．開会の辞　　　関東支部長　近藤俊明（東京未来大学）

2． 研究発表
(1) 小林亜紀子（早稲田大学）「岡倉天心の文化観」
(2) 杜翔南（東京工業大学大学院）「劉吶鴎『都市風景線』とモダンアート」
(3) 崔寶允（宇都宮大学）「韓流ドラマに見る女性像―『キャンディ型ヒロイン』を手がかりとして―」
(4) 竹岡陽一（京都外国語大学大学院）「イギリスのマスメディアにおける東欧人差別言説」
(5) 水島孝司（南九州短期大学）「中学校外国語科の必修の理由を考える―『学習指導要領解説書』の通時的分析を通して―」
３．例会閉会の辞　関東支部事務局長　鈴井宣行（創価大学）
＊[お知らせ]　関東支部2013年度総会
日時：2014年３月29日（土）17:10-18:00
場所：創価大学
司会　関東支部副支部長　花澤聖子（神田外国語大学）
(1) 2013年度関東支部年報並びに決算報告 　　　　事務局長　鈴井宣行（創価大学）
(2) 事務局長交替の件　　　　　　　　　　　　　 関東支部長　近藤俊明（東京未来大学）
(3) 新事務局長挨拶並びに2014年度活動計画等　　新事務局長　郭蓉潔（東京未来大学）
(4) その他
(5) 関東支部長挨拶　近藤俊明（東京未来大学）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長　近藤俊明
中部支部

＊[報告]　中部支部第４回大会開催
日時：2013年10月５日（土）13:00-
場所：浜松学院大学・布橋キャンパス
プログラム
第１部　統一テーマ：改めて「比較文化」を考える
・基調講演：「比較文化とは－学会創設から中部支部誕生まで－」
太田敬雄（日本比較文化学会名誉会長・日本比較文化研究所長）
・公開討論：「今、改めて『比較文化』を考える」
パネリスト：岡本武昭（中部支部長）
太田敬雄（日本比較文化学会名誉会長・日本比較文化研究所長）
津村公博（浜松学院大学）
コーディネーター：川口雅也（浜松学院大学）
第２部　自由研究発表

(1) 荒井美幸（同志社大学）「海外の日本語ネットワーク形成に関する考察―中米・カリブ地域を中心に―」

(2) 鄭在恩（名古屋大学大学院）「日韓母語話者の再勧誘行動について―異文化間語用論からの考察―」

(3) 塚本美穂（京都外国語大学大学院）「米国におけるテレノベラの普及とソープ・オペラの衰退」

(4) 水町いおり（名古屋市立大学大学院）「『ボバリー夫人』における『新しい女』の可能性―『女の一生』との比較を通じて―」
＊[報告]　中部支部ニュース第４号発行（2014年１月24日）
＊[報告]　中部支部第５回大会

日時：2014年３月２日（土）10:00-16:00

場所：静岡県立大学（谷田キャンパス）

＊[報告]　2013年度中部支部総会開催

日時：2014年３月２日（土）13:00-13:30

場所：静岡県立大学（谷田キャンパス）

支部長　岡本武昭

関西支部

＊[報告]　2013年度10月例会
　　　日時：2013年10月26日（土）15:00-17:00
　　　場所：同志社大学今出川キャンパス至誠館3階会議室
プログラム
研究発表

(1) 木塚恵子（京都女子大学）「海外TVコマーシャルを活用した英語授業―異文化理解とcritical thinkingに焦点を当てて―」
(2) 藤田昌志（三重大学）「石橋湛山の日本論・中国論―明治・大正期を中心として―」
(3) 内田朋子（元・平安女学院短期大学）「Everett Community Collegeにおける茶会参加者の印象についての調査―異文化交流プログラムに参加して―」
＊[報告]　九州支部、中国・四国支部、関西支部 3支部合同例会
　　　日時：2013年12月14日（土）13:00-17:00

　　　場所：同志社大学今出川キャンパス至誠館3階会議室
プログラム
１．研究発表

(1) 朱文菲（同志社大学大学院）「発話のバリエーションから見るとスピーチレベルシフトの違いについて―日中の比較から―」
(2) 塩田英子（同志社大学）「N-N 複合語にみる語用論的反復：関連性理論からの一考察」

(3) 新山美紀（久留米大学）「小学校外国語活動から中学校英語へ―早期英語学習経験についての意識調査からその接続を考える―」
(4) 八尋春海（西南女学院大学）「大学生の英語学習における動機づけについて」
(5) 河合江里子（京都大学）「非英語圏における英語の公用語化」
(6) 塚本美穂（京都外国語大学大学）「米国における人形戦争―バービー人形の変遷とマテル社の確執―」
(7) 藤田昌志（三重大学）「内村鑑三の日本論・中国論・対外論」
(8) 林裕二（西南女学院大学）「村上春樹『レーダーホーゼン』の考察」
(9) 中村友紀（関東学院大学）「『ランカシャーの魔女』とナサニエル・トムキンス：近代初期イングランドの観客心性 」

(10) 奥村訓代（高知大学）「日本事情としての高知」

２．講演

中川久公先生（京都ゑびす神社宮司・同志社大学嘱託講師）
「雅楽の素材『竹』の不思議」
3． 関西支部総会
　2013年度決算・2014年度予算の承認および新役員の承認を得た。
支部長　北林利治

中・四国支部

＊[報告]　中・四国支部年間活動
2013年度は、６月の「全国大会」、９月の日本放送芸術学会との共催「支部大会」、12月の「３支部大会」、および３月の「支部研究会」の他に、台湾での発表にも２名が参加しました。このように年度中に２回の支部大会開催を含み４回の学会参加と、１回の海外連携学会への参加を行いました。
＊[報告]　中・四国支部2014年度役員体制

2014年３月１日の支部研究会参加者26名において、新支部役員体制および支部会費（年間2000円）の徴収が決定し、同時に編集体制の強化と改善策について検討しました。また、中四国支部事務局も、愛媛大学藤岡克則研究室内に移動しました。
支部長　奥村訓代
九州支部
＊[報告]　第26回九州支部大会
日時：2014年３月1日(土)13:00-17:30　
場所：福岡工業大学
プログラム

研究発表

(1) 神崎明坤（西南女学院大学）「日中異文化コミュニケーションに関する実証的研究―両国における大學生を中心として―」

(2) 林裕二（西南女学院大学）「戦争前夜　海を渡った万葉集」

(3) 藤山和久（熊本工業高等専門学校）「英語学習の動機づけについて―高専での取り組みを中心に―」

(4) 水元芳（福岡女子大学）・小牧茜（福岡女子大学）「国や地域で異なる『社会文化的態度』が『公的自意識』および『私的自意識』に及ぼす影響に関する研究」

(5) 山崎祐一（長崎県立大学）「英語を活用した地域の異文化共生と国際交流の実践―地球規模で考え、地域に根ざして活動する―」

(6) 大木正明（大分工業高等専門学校）「基礎英語教育における映画場面とパソコンの活用」

(7) 任穎（広島大学大学院）「六如上人『嵯峨觀梅放歌』について―『花神』表現をめぐって―」
(8) 樋口真己（西南女学院大学）「シニア世代の社会参加活動についての考察（１）」
(9) 白松強（九州大学大学院）「村祭りから見た諸宗教の多元性―中国河北省武安市固義村を事例として―」
(10) 林裕二（西南女学院大学）・Dennis Woolbright（西南女学院大学）「Report on an International English Haiku Event」
(11) 大岩秀紀（徳島文理大学）「『補語』再考―英語学と英語教育の観点から―」
(12) 橋本恵子（福岡工業大学短期大学部）「短大生による『日本人弁論者』に対する印象評定」
(13) 平澤洋一（城西大学）・連婷婷（東京大学研究生）「コミュニケーション経路における情報文化空間」
(14) 三浦裕子（九州大学大学院）「シュヴァルツヴェルダー・キルシュトルテ（黒い森のケーキ）の文化的考察」
支部長　八尋春海
《事務局より》
　事務局長　長谷部　陽一郎
○会費納入に関するお願い
　会費の納入にいつもご協力いただき感謝いたします。従来より一般会員は２年、学生会員は１年を超えて未納の場合には会員資格を失うことになっています。どうかご注意ください。会費に関する問い合わせがございましたら、学会ウェブサイト（http://hikakubunka.jp）の「お問い合わせ」ページより事務局会計担当までお問い合わせください。会費納入の際には下記のゆうちょ銀行振替口座にお振り込みください
・口座番号：02570-6-8921
・加入者名：日本比較文化学会
・他金融機関からの振込用口座番号：二五九（ニゴキユウ）店（259） 当座　
　なお、振り込みの際には、所属支部と何年度分の会費であるかを明記してください。また、本口座番号は支部会費の納入には使用できませんのでご注意ください。
○学会誌への投稿について
『比較文化研究』は年に５回の発行となっております（ただし発送は複数の号をまとめて年３回行います）。投稿をご希望の方は学会ウェブサイトを通じて各号の担当編集室にお問い合わせください
３月末日締切
〒803-0835 福岡県北九州市小倉北区井堀1-3-5 西南女学院大学人文学部
八尋春海研究室内 日本比較文化学会九州支部編集室
６月末日締切
〒192-8577 東京都八王子市丹木町1-236 創価大学 Ａ棟503
鈴井宣行研究室内 日本比較文化学会関東支部編集室
８月末日締切
〒760-8522 香川県高松市幸町1-1 香川大学教育学部
山下明昭研究室内 日本比較文化学会中国・四国支部編集室
10月末日締切
〒980-0845 宮城県仙台市青葉区荒巻青葉149 宮城教育大学教育学部
佐藤静研究室内 日本比較文化学会東北支部編集室
12月末日締切
〒607-8175 京都府京都市山科区大宅山田町34 京都橘大学人間発達学部
北林利治研究室内 日本比較文化学会関西支部編集室
《編集後記》
『比較文化会報』は、これまで３月と９月の発行でしたが、今号以降、４月と１０月の発行となります。これからも、皆さまの活動記録と情報共有の媒体としての役割をしっかり果たしてまいりますので、宜しくお願い致します。
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